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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   ダイナシティ保育園 

報告作成日：     2020 年  1 月 24 日  （評価に要した期間 7 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2019 年 9 月 2 日～2019 年 10 月 31 日】 

・評価機関の担当者より、職員説明会にて第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート

【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、設置主体者、運営受託者、園長、主任が中心となり、協

議し作成した。 

・職員アンケートについては弊社作成の「職員アンケート」を使用し、各職員が記入した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2019 年 10 月 21 日～2019 年 11 月 1 日】 

・配布：全園児の保護者（24 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2019 年 12 月 17 日】  

■12 月 17 日 

①午前：・事業者面接調査【内容評価基準】（設置者・運営受託者・園長） 

・各クラスの保育観察（全クラス） 

・書類調査 

②午後：・事業者面接調査【共通評価基準】（運営受託者・園長） 

・職員ヒアリング（0 歳児 1 名、2 歳児 1 名、3,4 歳児 1 名、看護師（主任）1 名、非常勤職員 1 名） 

・書類調査 

・各クラスの保育観察（全クラス） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2019 年 12 月 17 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社ダイドーフォワードが設置し、株式会社ディアローグが管理（運営受託）する、ダイナシティ保

育園（企業主導型保育所）は、神奈川県小田原市中里に所在するダイナシティウェストの 4 階にあります。 

 当園の定員は、30 名程度（0~5 歳児）、開園時間は、8 時から 21 時までで、休園日はなく 365 日の開園を

しています。 

 園の施設は、0~1 歳児、2~5 歳児の保育室及び事務室、調理室があります。2 つの保育室は、パーテーショ

ンや、可動式の棚を使用し、時間帯によって遊ぶスペース、食事のスペース、寝るスペースと環境設定の変

更することで、安全で心地よい空間となるように工夫しています。また、商業施設の屋上を利用してのトマ

トやオクラなどの栽培、屋上の安全で日影が確保された場所にて、水遊びなども行っています。また、近隣

の公園を利用して自然に触れあったり、ドングリやイチョウ、虫探しをするなど、身近な自然とふれあうこ

とができるよう工夫しています。 

 毎月のおたのしみ会に加え、年間の主な行事としては、入園・進級式【4 月】、子どもの日の会【5 月】、七

夕会【7 月】、夏祭り【8 月】、親子運動会、ハロウィン【10 月】、遠足【11 月】、クリスマス発表会【12 月】、

お正月遊び【1 月】、節分会【2 月】、ひな祭り会【3 月】などがあります。 

 保育理念は『こどもとの対話、保護者との対話、保育士同士の対話 3 つの対話の中で、こども・地域・そ

して保育士の輪を大切にした、地域に根差した愛情のある保育園を目指します』です。保育方針は、『感謝の

心を忘れない「利他」の心を持った子ども』『のびのびと自分を表現できる子ども』『心身ともに豊かな子ど

も』です。そのどちらも子ども本人を尊重したものであり、園の具体的な運営方針にも反映されています。 

 

 

1．高く評価できる点 

〇職員体制の充実により、職員一人ひとりの働きやすさを実現しています 

 当園は日・祝日も含め年間を通して休園日はなく 8 時から 21 時まで開園しています。職員配置として、園

長、主任をはじめ各年齢の担任及び補助の保育士、フリーの保育士や夜間担当の保育士などを、子どもの在

籍数に応じた必要保育士数より多く配置しています。そのため、職員からは「人数が多いため、手厚い保育

が可能」や「保育士の数が多く、一人ひとりの子どもに丁寧にかかわることができる」など保育面での働き

やすさに加え、「いろいろな勤務形態で仕事ができる」や「シフトの融通がきき、働きやすい職場」のように

職員の働きやすさという面での意見も多数見られます。また、有給休暇の取得状況について、本社と園内で

確認できるシステムを導入し、有給取得などにも充分な配慮が見られます。 
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○職員の「得意分野」を活かした保育実践に取り組んでいます 

 玩具を作ることの得意な職員が、絵合わせ、ひらがなが書かれたサイコロ、お菓子・動物・果物などのは

め込みパズルなど、手や指を使う子どもたちの発達に合わせた玩具を手作りし、保育実践に取り入れていま

す。また、音楽の得意な保育士による「音楽教室」では、歌う時の姿勢なども意識して楽しく歌うことや、

看護師による「健康指導」の一環として、手洗い指導の中で「特殊な光を当てることで落ちていない汚れが

目で確認できる取り組み」などの実践に取り組んでいます。さらに、保育士と連携して栄養士と調理師が、

食育の一環として子どもたちの前で秋刀魚を捌くなどの取り組みも実践されています。その中で、“いただき

ます”の意味について、「食べているもの全てに“命”があり、食べ物への感謝、育ててくださる方への感謝、作

ってくれている人への感謝」などについて子どもたちに分かりやすく伝えています。 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇外部講師を招いての「リトミック」や「英語であそぼう」などの取り組みを実践しています 

園では、全園児を対象に 1 ヶ月に 1 回、外部の講師を招き、「リトミック」や「英語であそぼう」などの独

自の取り組みを実践しています。「リトミック」は、リズムに合わせて体を動かす機会を積極的に取り入れ、

身体能力を養う活動の一環となっています。0 歳児クラスでは、マラカスでリズムをとることなどの遊びの

他に、ベビーマッサージなども取り入れ、その中で「便秘に効くマッサージ」や「快眠を誘うマッサージ」

なども行っています。これらの内容については、保護者にも伝え保護者支援の一環にもなっています。また、

年齢が上がると、ダンスなどが取り入れられ、年間を通して楽しんできたダンスの成果を商業施設内のステ

ージにて発表し、保護者とともに、子どもたちの成長を実感する機会にもなっています。「英語であそぼう」

では、ネイティブ講師による英語を使ったうたやゲームなどの活動に取り組む中で、小さいうちから外国や

英語に対して特別な感情を抱かず、抵抗なく受け入れることができる土台作りに取り組んでいます。 

 

 

〇商業施設内の催しなどに積極的に参加することで、子どもたちの多様な経験につなげています 

年間を通して、商業施設内にある「あそびパーク＋」を利用し砂遊びや、ごっこ遊びなどを楽しんでいま

す。また、ハロウィンの際は仮装して店内を歩き、保護者が勤務している店舗を回りお菓子をもらったり、

クリスマスの時期は、クリスマスツリーの点灯式に参加するなど、子どもたちが多様な経験ができるよう、

取り組んでいます。さらに、勤労感謝の日には、日ごろ散歩などで挨拶を交わす施設の警備員の方に、壁掛

けのカレンダーをプレゼントするなどの取り組みも行っています。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇職員一人ひとりの育成計画に基づいた、キャリアパスの作成が望まれます 

職員は入職時の事前研修として、当保育園の理念について、保育の基本的知識・保育業務について、保育

計画と評価、衛生管理・健康管理、保護者との接し方・接遇マナー、個人情報の取扱い、障害児・アレルギー

児への対応、事故・緊急時への対応などを受講しています。また、年間を通じて、発達年齢に見合った遊び

の環境設定、人権研修・保育園におけるコンプライアンスなど多数の研修も受講しています。職員の自己評

価については、「職員自己評価票」を使用し、各職員と個人面談を行うことで、個々の保育の見直しと、質の

向上にもつなげています。「職員自己評価票」には、保育所保育指針の理解などに関する基本項目をはじめ、

物的環境、人的環境、子どもの人権、保護者対応、職員の連帯、けがの対応や研修などに関する組織的基盤

の項目があり、保育の内容について組織的に確認を行う体制が整備されています。今後は、これらの研修内

容や、「職員自己評価票」に連動させた、職員一人ひとりの育成計画を作成し、キャリアパスの策定につなげ

ることが望まれます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2019 年 12 月 17 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

 保育室は 0 歳児と 1 歳児が一緒に使用しており、サークルを使用し区切ることで、遊び、食事、午睡

など活動によって使い分けることができるよう工夫しています。 

 室内には、季節に応じた製作として、0 歳児が手形などで作った雪だるまや、1 歳児がシールを貼り

白い絵の具でスタンプをしたクリスマスツリーが飾られていました。 

 朝おやつの前に、0 歳児と 1 歳児が一緒に朝の挨拶の時間を過ごしていました。保育者が特に声を掛

けることなく、自然な形で子どもと保育者が集まり、子どもたちは保育者の膝の上や隣に座って、穏や

かで安心した様子の中、スキンシップを取りながら手遊びや朝の歌を歌いました。 

 活動を終えると、子どもたちはテーブルに移動し、保育者はお手拭きやエプロンなどのおやつの準備

をしました。みんなで「いただきます」をしてからウエハースとお茶のおやつを食べました。 

 当日は、園が設置されている商業施設内の子どもの遊び場スペースに歩いて遊びに行くことになりま

した。保育者は一人ひとりの子どもに合わせて、排泄やオムツ替えの援助をした後、靴下と帽子の準備

をしました。散歩の準備が整うと、保育者 3 名が引率して店内を歩いて行きます。月齢の差もあり、歩

行の速度がとてもゆっくりな子どもには、保育者が 1 名付き添って、子どものペースに合わせて歩いて

いました。 

 遊び場となる「こゆるぎ広場」には、ボールプールのように丸い木の玉がたくさんあり、子どもたち

は触ったり、転がしてみたり、玉の中に足を伸ばしてみたりして、保育室とは違う遊びを十分に楽しみ

ました。 

保育者は、「足の裏が気持ちいいの」など、子どもの思いを代弁して周りの子どもに伝え「一緒にやっ

てみる？」と遊びに誘うなど、子どもの興味が広がるような声掛けをしていました。また、なだらかな

山のような場所では、「よいしょよいしょ」とリズミカルに声掛けしながら登り、その後滑り降りるな

ど、子どもたち一人ひとりが、身体を動かす活動を十分に楽しめるよう配慮していました。 
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□1 歳児クラス 

朝のおやつの後は、保育者は一人ひとりの排泄の援助をし、商業施設内の「あそびパーク」の砂場に

行くために、靴下、帽子などの準備をしました。玄関では、保育者に手伝ってもらいながら自分で靴を

履こうとする子どもの姿もありました。子どもたちは「いってきます」と園内の職員に手を振りながら

挨拶を交わし、出発していました。 

 「あそびパーク＋」の砂場では、素足で砂場の中に入り、歩く感触を楽しみました。また、ライトで

照らされる魚を追いかけたり、波の効果音を聞いたりして遊んでいました。カップに砂を入れたり、プ

リンを作るように逆さまにしたりして、ままごとあそびをしている子どももいました。まだ上手にプリ

ンの形にはできませんでしたが、子どもたちが「見て、見て」と声を掛けると、保育者は「上手だね～」

「すごいね～」と、一人ひとりの子どもに目線を合わせて応えていました。 

 夕方の時間は、0 歳児と一緒に保育室でモノブロック、車などの玩具で遊びました。子どもたちの遊

ぶ様子や興味に応じて片付けの時間を設けていました。「新しいおもちゃを出すので一度お片付けをし

ようね」と声を掛け、保育者と一緒に片付けをしました。出ている玩具を見つけて、自らそれぞれの場

所に片付けをする姿も見られました。 

 次に穴のあいた積み木で、ひも通しをして遊びました。ハートの形を見つけて「ハート」と保育者に

見せたり、「いっぱいいっぱい」と言いなが四角の積み木をたくさん集めたり、また集中していくつもの

積み木にひもを通している子どもの姿も見られました。絡まったひもを自分で直そうとして、じっと座

り込んで取り組んでいる子どももいました。保育者は、子どもの声を受け止めつつ、言葉にならない思

いや気持ちを「できたね」「黄緑の四角だね」などと声掛けしながら、子どもたちの遊びを発展させるよ

うなかかわりをしていました。 

 

 

 

□2 歳児クラス 

当日は、商業施設内の「あそびパーク＋」で砂遊びをして遊びました。月に 2 回程度、この施設を利

用することができるそうです。 

 裸足で砂場を歩いたり、カップなどを使って砂遊びを楽しんでいました。自分の気に入った遊びを見

つけて、それぞれに楽しむ姿が見られました。小さな動物のフィギュアがあり、「あ、パンダさん」「し

まうまさん」と声に出しながら、保育者と一緒に遊ぶ子どもの姿も見られました。 

 「帰りますよ」という声掛けが聞こえると、子どもたちは片付けをして、少し手伝ってもらいながら

も自分で砂を払い、靴を履くなど自ら身支度をする姿が見られました。帰る支度ができた子どもは、保

育者と一緒に並んで友だちが揃うのを待っていました。 

 園に戻る途中、商業施設内のギャラリーに絵を見に行きました。当日は絵の入れ替え中で閉まってお

りましたが、子どもたちが「ちょっと入ってみようか」と保育者に伝えると、保育者は「今日は絵を取

り替えるから閉まってるんだって」、「残念だったね」など、会話のやり取りを楽しみながら、園に戻り

ました。 
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 園に戻ると、排泄、手洗いを済ませ、食事の準備をしました。子どもたちは、自分で次々と準備をし

て、テーブルに座って待っていました。みんなで「いただきます」をして食べ始めると、好きな物だけ

を食べてしまう子どもや野菜に全く手をつけない子どもなどがいましたが、保育者が個々に声掛けをし

たり、食べやすく援助したりしながら、無理なく完食できるように進めていました。 

 

 

 

□3・4 歳児クラス 

 午前中は 3 歳児、4 歳児で、商業施設内の「あそびパーク＋」に遊びに行きました。 

 大きめの型に砂をギュウギュウに詰めてひっくり返して型遊びを繰り返し楽しむ子どもの姿や、保育

者と一緒にカップを使ってアイスクリームをたくさん作る子ども、砂場ではライトで写る魚を捕まえる

ゲームを楽しむ子どもなど、それぞれ自分の好きな遊びを見つけ楽しんでいました。また、保育者や 2

～3 人の友だちと動物フィギュアを使って「まてまて」「食べないで」「食べないよ」「やさしいライオン

だね」などと、やり取りを楽しみながら遊ぶ姿も見られました。 

 午後のおやつの後には、帰りの会をしました。一人ずつ前に出て「あそびパークに行って楽しかった

です」などと、今日の発表をしました。途中、「何を作ったの？」「どんな動物がいたか知ってる？」な

ど保育者が質問をしたりしながら、みんなでその発表を聞いていました。そして、保育者から明日の活

動の予定やお休み予定の友だちについての話がありました。 

 帰りの会の後は、2 歳児クラスの子どもたちも一緒に、劇遊びをしました。先日行われたクリスマス

会で 2 歳児クラスが発表した「おおかみと七匹のこやぎ」のお話で、それぞれ好きな役を選んで楽しみ

ました。3、4 歳児も台詞や動きをよく覚えていて、友だちと一緒に歌ったり踊ったりもしながら役にな

りきって楽しんでいました。 

 劇遊びの後は、ブロック、ままごと、粘土遊びの中から、好きな遊びをしました。始めは、自分の世

界に入ってじっくりと遊んでいましたが、次第に友だちとブロックの作品を見せ合いながら遊んだり、

ままごとでできたものを、ごちそうし合ったりなど、友だちとのかかわりを持ちながら遊ぶ姿も見られ

ました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が文書（事業計画等の法人（保

育所）内の文書や広報誌、パンフレット、ホー

ムページ等）に記載されている。 

□理念は、法人（保育所）が実施する保育の内

容や特性を踏まえた法人（保育所）の使命や目

指す方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、子どもや保

護者等への周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・保育所の理念基本方針は、ホームページをはじめ園

のパンフレットや入園のしおりに記載され周知され

ています。また、園内にも掲示され、職員をはじめ、

利用者家族、見学者への周知も図られています。 

・理念、基本方針に基づいて作成されている、保育内

容に関する全体的な計画の中で、「保育所保育に関す

る基本原則／役割目標」「保育の方法／環境」が記載さ

れ、具体的な職員の行動規範として示されています。 

・園長、主任、副主任、各クラスリーダーが出席し、

毎月 1 回行われる「職員会議」では、保育所の理念や

基本方針に沿って行事などの計画を立て、実施してい

ます。また、園長、主任、副主任、クラス担任が出席

し、毎月 1 回行われる「クラス会議」においても、理

念や基本方針に沿って、日々の保育の振り返りが行わ

れています。 

・保護者などへの周知については、入園説明会でしお

りを通して伝えるとともに、入園の際の個別面談にお

いても各家庭に個別に説明しています。さらに、保護

者の代表が出席し、年 2 回実施される運営委員会にお

いて、園の理念や基本方針を説明する機会を設けてお

ります。 
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2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・社会福祉事業全体の動向について、具体的に把握し

分析しています。例えば、「幼児教育・保育の無償化」

では、園としての方針や具体的な変更などについて、

保護者会を開催し、説明する機会を設けました。 

・地域の各種福祉計画の動向と内容については、日ご

ろから市の担当者と情報を共有することで、内容を把

握し分析することに努めています。また、福祉計画の

動向に関連する市の「子ども発達相談」などの情報を

収集するなど、関連する関係機関の情報収集に努めて

います。 

・地域の特徴、変化などの経営環境や課題の把握につ

いては、企業担当者、本部社員、園長が出席し、毎月

1 回行われる運営ミーティングにて情報共有を密に行

い、設置者側の現状や考えを伝えるとともに、園から

のフィードバックを受けることで、相互理解を深めて

います。また、商業施設内に設置されている保育所に

おけるニーズなどについて分析するなど、園の運営全

般について定期的に検討しています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間で共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・企業担当者、本部社員、園長が出席し、毎月 1 回行

われる運営ミーティングでは、毎月の園児数・職員数

の報告、行事について、保健関連（感染症やケガなど）、

園児の募集について、進級調査について確認及び検討

し、具体的な課題や問題点を明らかにしています。 

・運営ミーティングで話し合われた内容は、職員会議

にて職員に周知しています。 

・経営課題の解決、改善に向けての具体的な取り組み

の一つとして、安全面での取り組みを行いました。例

えば、散歩時の交通安全の面において、滋賀県大津市

での事故を受け、散歩経路の危険個所・注意点の洗い

出しと対応などについて、職員間で意見を出し合いま

とめました。結果、交通量の多い横断歩道を渡る際に

は、駐車場警備担当会社に横断中の見守りを依頼した

り、見通しを悪くしている樹木の剪定などをお願いす

るなどの具体的な取り組みが進められました。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

 

・中・長期計画には、保育理念である、「こどもとの対

話、保護者との対話、保育士同士の対話 3 つの対話の

中で、こども・地域・そして保育士の輪を大切にした

地域に根ざした愛情のある保育園を目指します」を掲

げ、「施設運営」「保育の内容」「健康及び安全」「子育

て支援」「職員資質向上」の 5 項目に分け記載されて

います。それぞれの項目にて、経営課題や問題点の解

決・改善に向けた内容が記載されています。 

・中・長期計画は、3 年間の中期計画と、5 年間の長

期計画に分けられ作成されています。その中で、例え

ば「職員資質向上」の項目では、中期計画で「キャリ

アパスの作成」が計画として立てられ、長期計画で「キ

ャリアパスの検証」の実施を計画としているなど、実

施状況の評価を行えるよう努めています。今後、必要

に応じてより定期的な見直しを設け、計画に反映して

いくことが期待されます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・単年度の計画には、中・長期計画の内容を反映した

単年度における事業内容が部分的に示されています。

例えば、「健康及び安全」の項目については、食育計画

に反映させ、「食に対する興味関心を育む」や「調理員

との連携による食への興味の喚起」などをあげ、具体

的な取り組み内容が記載されています。また、「職員資

質向上」の項目については、「職員の育成計画」の項目

が単年度計画に記載され、具体的な研修項目などの記

載があります。 

・単年度計画に記載のある「職員配置」の項目では、

園児の予定在籍数に応じた、必要保育士数や職種別の

職員配置計画を立て、数値目標や具体的な成果等の実

施状況の評価を行える内容となっています。今後、中・

長期計画とより連動した単年度計画の作成が望まれ

ます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

  
・事業計画の中に記載のある、行事計画では、月ごと

の主な行事が記載され、行事ごとの目標と具体的なね

らいが立てられています。これらの目標と具体的なね
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や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて評価されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員の周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

A 

 

 

A  

らいに対して行事が終わるごとに職員間で振り返り、

反省をしています。 

・行事が終わるごとに定期的に評価された内容につい

ては、職員の意見を集約し、事業計画の見直しに反映

させています。 

・行事など、事業計画に関連する内容については、職

員会議などで職員に周知することで、全職員の理解を

促す取り組みにつなげています。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・事業計画の主な内容については、入園のしおりに反

映され記載されております。また、事業計画の中に記

載のある食育計画では、「健康な生活の基本としての

「食を営む力」の育成」や、「食べることが「いのちの

営み」とつながっていることを感じ、生きる喜びにつ

ながる気持ちを育むこと」が記載され、具体的な取り

組み内容について、毎月の園だよりなどで周知を図る

とともに、理解しやすいように写真などを使用し実際

の子どもたちの様子を掲示したり個別に説明するな

どの工夫をしています。 

・保護者代表、社会福祉事業について知識・経験を有

する者、本部職員、園長、主任が参加し年に 2 回実施

される運営委員会にて、園児数の推移、感染症の感染

推移、事故、ケガの発生内容と件数、各月の行事の振

り返りなどを説明するとともに、年間の保育内容につ

いて写真も使用した資料を作成し、保護者等が理解し

やすいような工夫を行っています。話し合われた内容

は保護者全体にも報告しています。 
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4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

・日々の保育内容については、週・日指導計画や月間

指導計画などで振り返り、保育の質の向上につなげて

います。また、園長、主任、副主任、クラス担任が出

席し、毎月 1 回行われるクラス会議においても、個々

の子どもの様子や、行事について（水遊び、夏祭りの

会、親子運動会など）組織的に振り返りを行う体制が

整備されています。 

・「職員自己評価票」を使用し、各職員と個人面談を行

うことで、個々の保育の見直しと、質の向上にもつな

げています。「職員自己評価票」には、保育所保育指針

の理解などに関する基本項目をはじめ、物的環境、人

的環境、子どもの人権、保護者対応、職員の連帯、け

がの対応や研修などに関する組織的基盤の項目があ

り、保育の内容について組織的に確認を行う体制が整

備されています。今後、各職員の「職員自己評価票」

について分析・検討する場が、組織として位置づけら

れることが期待されます。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・毎年、年度末に「自己評価票（保育所）」を使用し、

振り返ることで、評価結果を分析した結果やそれにも

とづく課題を文書化し、職員間での課題の共有化に努

めています。 

・評価結果から明確になった課題について、職員の参

画のもとで改善策や改善計画を策定する仕組みにつ

いては、今後、体制を整えていくことが検討されてい

ます。 

・第三者評価の結果を踏まえ、改善策を立て職員間で

共有することで、改善につなげることが検討されてお

ります。今後、検討されている取り組みを計画的に行

っていくことが期待されます。 
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Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・「職務分担表」には、園長の役割として「園の業務統

括し、園全体を運営していく」と記載され、具体的な

内容として園舎の管理、保育業務の管理、保護者対応、

職員指導などの役割と責任について文書化されてい

ます。これらの内容は書面とともに、職員会議におい

て表明し周知が図られています。 

・有事（災害・事故等）における園長の役割と責任に

ついて、「災害時役割分担表」「危機管理マニュアル」

などを通して明確化されております。不在時について

は、主任保育士が園長に代わり職員を統括するなど権

限委任等を含め明確化されています。 

 

 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・市の担当者が、社会福祉事業について知識・経験を

有する者として、年 2 回実施される運営委員会に参加

しています。また、園で行われる親子運動会を見学す

るなど、適正な関係を保持しています。また、「幼児教

育・保育の無償化」などについて、市と園で随時情報

交換なども行っています。 

・園長は本社研修、園長研修などの中で、コンプライ

アンス研修を受講し、環境への配慮も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握しています。研修で

得られた内容については、職員会議などで職員に伝え

周知を図っています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもちそ

の取組の指導力を発揮している。 

 

 

 

 

・園長は主任とともに、職員の日ごろにおける子ども

のかかわり方や言葉遣いなど、気になる点があった際

はその都度伝えることで保育の質の向上につなげて

います。また、連絡帳の書き方などについても具体的
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□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、養育・支援の質の向上について、

職員の意見を反映するための具体的な取組を

行っている。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

に指導しています。 

・園長は、毎月 1 回行われるクラス会議に参加し、ク

ラスの保育の現状について把握するとともに、必要に

応じて、年齢に合った遊びなどを伝えることで指導力

を発揮しています。 

・園長は毎月 1 回行われるクラス会議に参加し、職員

間で子どもの状況を伝え合い保育を振り返る際に、一

人ひとりの子どもを尊重した保育がなされているか

について必要に応じて意見を述べています。 

・年度当初と年度末に実施する、職員一人ひとりとの

個別面談の中で、職員の意見を把握し、必要な研修を

受講できるよう配慮しています。 

 

 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・本社の労務管理体制のもとに、有給休暇の取得状況

や時間外労働についての確認が事務室内のパソコン

にて行えるシステムが実施され、職員の要望に応じて

提示や説明を行っています。また、有給休暇、夏季休

暇の取得にも配慮しています。 

・園児の入退園が流動的なため、園児数や受け入れ年

齢に応じて職員体制を整えるなど、職員の働きやすい

環境整備などに取り組んでいます。 

・企業担当者、本部社員、園長が出席し、毎月 1 回行

われる運営ミーティングでは、毎月の園児数・職員数

の報告、行事について共有していますが、経営面、財

務面においての具体的な数値などは共有できていな

い部分もあります。今後、職員全体で園の現状を理解

し、改善に向けての取り組む体制の構築が期待されま

す。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・事業計画の中に記載のある、職員配置では年齢ごと

の予定在籍数に合わせた保育士数が示され、必要な人

員体制が明確にされています。さらに、職員配置計画

により職種ごとの人員体制も明確にされています。 

・職員の育成計画については、園の理念について理解

を深める研修からはじまり、保育の基本的知識、園の

保育業務について、保育計画と評価、衛生管理・健康

管理、保護者との接し方・接遇マナー、個人情報の取

扱い、障害児・アレルギー児への対応、事故・緊急時

への対応などの研修を実施することで、計画に基づい

た育成が実施されています。 

・必要に応じて外部研修（子育て支援員研修など）の

受講もし、個々に応じた育成につなげています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・事業計画において、期待する職員像の一環として「保

育士は、保育園の役割及び機能が適切に発揮されるよ

うに倫理観に裏付けられた専門的知識、技術及び判断

をもって、子どもを保育するとともに、子どもの保護

者に対して子育てに関する指導を行う」ことが明示さ

れています。また、保育の内容に関する全体的な計画

においても、保育所保育に関する基本原則・役割目標

において期待する職員像等が明示されています。 

・園長面談や本社面談などで職員の意向を汲み取り、

研修計画やクラス配置などを検討しておりますが、処

遇改善の必要性等を評価・分析するための具体的な取

り組みまでには至っておりません。今後、職員が自ら

将来の姿を描くことができるような総合的な仕組み

づくりが期待されます。 

 

 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

  
・本社の労務管理体制のもとに、有給休暇の取得状況

や時間外労働についての確認が事務室内のパソコン

にて行えるシステムが実施され、職員の要望に応じて
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し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織的に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

提示や説明を行っています。また、有給休暇、夏季休

暇の取得にも配慮しています。 

・全職員が出勤時に健康、衛生チェックを行うことで

職員の心身の健康と安全の確保に努めています。また

園長、主任だけでなく本部職員も現場に入ることで、

各職員の状況を把握するように努めています。 

・定期的に園長と個別面談の機会を設けるとともに、

本社にて「保育士ほっとライン」と呼ばれる相談窓口

を設置し、職員が相談しやすいよう組織内の工夫に努

めています。「保育士ほっとライン」の直通電話番号が

事務室内に掲示されています。 

・さまざまな福利厚生制度が利用できる、アウトソー

シングサービスに加盟し、職員が働きやすい職場とな

るように組織全体で取り組んでいます。 

・子どもの在籍数に応じた必要保育士数より多くの職

員を配置しています。そのため、職員からは「人数が

多いため、手厚い保育が可能」や「保育士の数が多く、

一人ひとりの子どもに丁寧に関わることができる」な

ど保育面での働きやすさに加え、「いろいろな勤務形

態で仕事ができる」や「シフトの融通がきき、働きや

すい職場」のように職員の働きやすさという面での意

見も多数見られます。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・期待する職員像については、就業規則、事業計画、

さらに保育の内容に関する全体的な計画で明確にさ

れています。例えば、保育の内容に関する全体的な計

画では、期待する職員像として「児童福祉法に基づき、

保育を必要とする子どもの保育を行い、健全な心身の

発達を図る。保育に関する専門性を有する職員が、養

護及び教育を一体的に行う。保護者支援及び地域の子

育て支援等を行う」と明示されています。さらに、職

員の資質向上として、「質の高い保育を展開するため、

一人一人の職員についての資質向上及び職員全体の

専門性の向上を図るように努める」ことが明示されて

います。 

・年度当初と年度末に、「職員自己評価票」を使用し、

職員面談を行うことで、職員一人ひとりの目標設定や

目標達成度の確認を行っています。職員自己評価票に

は、「今年度の自己目標」を記入する欄と「自己評価を
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□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

終えての自己改善策」を記入する欄が設けられ、具体

的な目標達成度の確認を行っています。今後、職員一

人ひとりの目標について、中間面接を行うなど、適切

に進捗状況の確認が行われることが望まれます。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要される専門技術や専門資格を明示してい

る。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・事業計画において、期待する職員像として「保育士

は、保育園の役割及び機能が適切に発揮されるように

倫理観に裏付けられた専門的知識、技術及び判断をも

って、子どもを保育するとともに、子どもの保護者に

対して子育てに関する指導を行う」と明示されていま

す。 

・職員の育成計画において、事前研修項目にもとづき、

当保育園の理念について、保育の基本的知識、当保育

園の保育業務について、また保育計画と評価、衛生管

理、健康管理などの研修が実施されています。 

・定期的に研修計画の評価と見直しにも取り組んでい

ます。今後、各職員が研修で学んできた内容について

職員全体で見直す機会を設けることが望まれます。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職員別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・一人ひとりの得意分野を把握し、本社研修や外部研

修全般に各職員がバランスよく参加できるように努

めています。また、研修案内は職員に情報提供し希望

に沿って積極的に受けられるように配慮しています。 

・新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配慮した個

別的な OJT については、日々の保育の中で園長や主

任が中心となって、具体的なかかわりや業務内容につ

いて伝えています。 

・事業計画において全体研修として、自治体主催の小

児保健、救命救急、食育、教育等の研修会、講演等に

積極的に参加することで保育のスキル向上につなげ

ることが明示されるなど、研修に参加することを勧奨

しています。 

・事業報告書では、主任向け接遇マナー研修、発達年

齢に見合った遊びの環境設定、アレルギー疾患対策研

修会、リトミック研修などを各職員がバランスよく受

講していることが確認できます。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ
  

・保育実習生受入要綱を整備しています。現時点で受

入の実績はありませんが、今後、実習生を受け入れる
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れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

にあたり園としての方向性を定めています。例えば、 

養成校の実習計画と照らし合わせ、育成の視点を確認

し適切な指導を行うことや、実習後に振り返りを行い

理解を深めることなど、園としての考えや体制を整え

ています。 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・ホームページ、また事業計画の主な内容について記

載されている入園のしおりにおいて、法人、保育所の

理念や基本方針、保育の内容が適切に公表されていま

す。 

・保護者代表、社会福祉事業について知識・経験を有

する者、本部職員、園長、主任が参加し年に 2 回実施

される運営委員会にて園児数の推移、感染症の感染推

移、事故、ケガの発生内容と件数、各月の行事の振り

返りなどの情報を公表しています。 

・保護者アンケートを実施し、利用者である保護者の

客観的な評価、率直な意見について集計・分析した内

容を公表しています。 

・市役所に園のパンフレットを置くほか、園を設置す

る商業施設内に、園の理念や概要を示したポスターを

掲示することで、社会・地域に対して、法人（保育所）

の存在意義や役割を明確にするように努めています。 

・今後、第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や
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ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 
内容にもとづく改善・対応の状況についての公表予定

を含め、さらなる法人（保育所）の存在意義や役割を

明確にすることが期待されます。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルールが明確にされ、職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

職務分掌と権限・責任が明確にされ、職員等に

周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等にについ

て、必要に応じて外部の専門家に相談し、助言

を得ている。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□外部監査の活用等により、事業、財務に関す

る外部の専門家によるチェックを行っている。 

□外部監査の結果や公認会計士等による指導

や指摘事項にもとづいて、経営改善を実施して

いる。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・企業担当者、本部社員、園長が出席し、毎月 1 回行

われる運営ミーティングの内容を、職員会議などで職

員に周知しています。職員会議の欠席者には議事録を

回覧することで全職員が情報を共有できるように努

めています。 

・職務分担表にて事務員の役割が明確にされていま

す。具体的には、園の事務管理等を行うことが記載さ

れ、内容として保育時間の集計、職員提出書類の確認

などについて示され、職員に周知しています。また、

本部の役割として運営費請求、延長保育料請求、備品

注文などが明確にされています。 

・保育所における事務、経理、取引等にについて、必

要に応じて、税理士などの外部の専門家に相談し、助

言を得ています。 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域とのかかわりについては、保育の内容に関する

全体的な計画において、「散歩時など地域の方に挨拶

をし、交流を持つ」「園の行事に招待し、交流の場を持

つ」ことが示されています。 

・県や市、地域からの情報については、園の玄関掲示

板にて保護者に情報提供をしています。また、子育て

政策課が実施する「子ども発達相談」のパンフレット

や、児童発達支援に関するパンフレットなどの情報提

供も行っています。 



21 

 

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・母の日の行事で子どもたちが作った製作などを、商

業施設内に展示しています。また、館内でのハロウィ

ンのイベントに仮装して参加したり、クリスマスツリ

ーの点灯式に参加するなど、地域の行事や活動に参加

するなどの取り組みをしています。 

・日頃の散歩などで、地域の交番や消防署の方に挨拶

をしたり、近隣の保育園の園庭で一緒に遊ぶなど、地

域の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設ける

などの取り組みを行っています。今後、子どもたちの

成長に応じて取り組めることが広がっていくので、地

域における社会資源を積極的に利用していくことが

検討されています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・ボランティア誓約書が整備されています。ボランテ

ィア受け入れに対する基本姿勢は誓約書に記載され

ていますが、マニュアルの整備までには至っておりま

せん。 

・学校教育への協力について、明文化されてはいませ

んが、地域の保育科の学生が園に来園し、歌やお話し、

楽器遊びなどを披露するといった学びの実践の場と

しての支援を行った実績があります。また、未病対策

プロジェクトの一環として、学生が子どもたちとかか

わる機会も設けました。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・児童相談所や医療機関など、個々の子ども・保護者

の状況に対応できる社会資源を明示したリストや資

料を作成しています。園の玄関掲示板にて虐待に関す

る厚生労働省のポスターも掲示しています。 

・市の保育課とは、日頃から連絡を取り合い、適正な

運営のための相談や指導を仰いでいます。また、「園外

活動経路の危険箇所の確認」など、地域の関係機関・

団体の共通の問題に対して、近隣の保育園と市の担当

者と解決に向けて協働しています。 

・虐待が疑われる子どもへの対応については、「虐待

対応マニュアル」に明確に定められています。対象と

なる事例は今までなく、現時点で要保護児童対策地域

協議会などへの参画や連携はありませんが、今後必要
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□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

となった際は、地域や関係機関と連携し適切に対応し

ていくことが検討されています。 

26 保育所が有する機能を地域に還

元している。 

□保育所のスペースを活用して地域の保護者

や子ども等との交流を意図した取組を行って

いる。 

□保育所の専門性や特性を活かし、地域の保護

者や子ども等の生活に役立つ講演会や研修会

等を開催して、地域への参加を呼びかけてい

る。 

□保育所の専門性や特性を活かした相談支援

事業、子育て支援サークルへの支援等、地域の

ニーズに応じ地域の保護者や子ども等が自由

に参加できる多様な支援活動を行っている。 

□災害時の地域における役割等について確認

がなされている。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野に限

らず地域の活性化やまちづくりに貢献してい

る。 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

・当園の開園時間は、8 時から 21 時までで、休園日は

なく 365 日の開園をしています。そのため、保育所の

スペースを地域交流に活用することが困難ではあり

ますが、開園 3 年目で地域に定着してきたことも踏ま

え、今後、園で行われている「リトミック」や「英語

であそぼう」などに地域の保護者と子どもを招待する

など、工夫して取り組んでいくことが検討されていま

す。 

・毎月園内での通報・避難訓練に加え、年 3 回商業施

設内で実施される避難訓練に参加することで、災害時

の地域における役割等についての確認がなされてい

ます。 

・夏は海、冬は雪ダルマなど、季節に応じたテーマで

子どもたちが共同製作に取り組んでいます。共同製作

は、商業施設内に展示され、地域の活性化やまちづく

りの一環として貢献しています。 

 

27 地域の福祉ニーズにもとづく公

益的な事業・活動が行われている。 

□保育所の機能を地域に還元することなどを

通じて、地域の福祉ニーズの把握に努めてい

る。 

□民生委員・児童委員等と定期的な会議を開催

するなどによって、具体的な福祉ニーズの把握

に努めている。 

□地域住民に対する相談事業を実施するなど

を通じて、多様な相談に応じる機能を有してい

る。 

□関係機関・団体との連携にもとづき、具体的

な福祉ニーズの把握に努めている。 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

・地域の入園希望者や見学者への対応を通じて、地域

の福祉ニーズの把握に努めています。また、年 2 回実

施される運営委員会では、市の担当者が地域目線で参

加し情報を共有することが、具体的な地域の福祉ニー

ズの把握につながっています。 

・関係機関、団体との連携については、市内の企業主

導型の保育園との交流のする中で、具体的な福祉ニー

ズの把握に努めています。 

・今後、民生委員・児童委員との連携や定期的な会議

を開催するなどによって、さらなる具体的な福祉ニー

ズの把握に努めていくことが検討されています。 
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□把握した福祉ニーズにもとづいて、法で定め

られた社会福祉事業にとどまらない地域貢献

に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズにもとづいた具体的な

事業・活動を、計画等で明示している。 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規定等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

保育の標準的な実施方法等に反映されている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すとと

も、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

・保育の内容に関する全体的な計画の中で、保育所保

育に関する基本原則/役割目標として、「児童福祉法に

基づき、保育を必要とする子どもの保育を行い、健全

な心身の発達を図る。保育に関する専門性を有する職

員が、養護及び教育を一体的に行う。保護者支援及び

地域の子育て支援等を行う」ことが明示されていま

す。また、保育所の社会的責任として、「子どもの人格

を尊重し保育を行う」ことが明示されています。 

・日々の保育内容については、週・日指導計画や月間

指導計画などで振り返るなど、子どもを尊重した保育

に関する基本姿勢が、保育の標準的な実施方法等に反

映されています。また、月 1 回行われる職員会議やク

ラス会議においても、子どもの状況を伝え合い振り返

ることで、一人ひとりの子どもを尊重した保育がなさ

れているかを振り返っています。 

・職員が人権研修、保育園におけるコンプライアンス

研修を受講することで子どもの尊重や基本的人権へ

の配慮について、園全体で学びを深めています。 

・異年齢でのふれあい遊びなどを通して、小さい子に

は優しく触れる、スキンシップを取るなど、互いを尊

重する心を育てるための具体的な取り組みにつなげ

ています。 

・男女で分けた遊びを行うなどはせず、個々に合わせ

て遊びたいことが十分にできるようにかかわるなど、 

性差への先入観による固定的な対応をしないように

配慮しています。 
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29 子どものプライバシー保護等の

権利擁護に配慮した保育が行われて

いる。 

□子どものプライバシーの保護について、規

定・マニュアル等が整備され、職員の理解が図

られている。 

□子どもの虐待防止等の権利擁護について、規

定・マニュアル等が整備され、職員の理解が図

られている。 

□子どものプライバシー保護と虐待防止に関

する知識、社会福祉事業に携わる者としての姿

勢・責務、利用者のプライバシー保護や権利擁

護に関する規程・マニュアル等について、職員

に研修を実施している。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護と権利擁

護に関する取組を周知している。 

□規程・マニュアル等にもとづいた保育が実施

されている。 

□不適切な事案が発生した場合の対応方法等

が明示されている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どものプライバシーの保護について、事業計画書

の職員の育成計画に、個人情報の取扱いに関する研修

があり、職員が研修を受けることで理解が図られてい

ます。 

・虐待対応マニュアル、虐待の防止のための措置に関

する事項が整備され、職員会議などで関連するエピソ

ードを必要に応じて取り上げることで、日々の保育の

中で職員の理解が図られています。 

・子どものプライバシー保護と虐待防止に関する知

識、社会福祉事業に携わる者としての姿勢・責務、利

用者のプライバシー保護や権利擁護について、本社に

て人権に関する研修や、個人情報の取扱いに関する研

修を実施しています。 

・おねしょをした際には、周りに配慮するなど、子ど

ものプライバシーを守れるよう努めています。 

・入園前に全家庭に「個人情報の取扱い（第三者提供）

に関する同意書」の説明を行い、保護者の同意を得た

上で画像使用などの個人情報の使用をしています。 

・事故対応マニュアルなどを通して、安全面を含めた

職員のかかわりを定期的に見直すとともに、具体的な

エピソードについて職員間で共有し実践につなげて

います。 

・不適切な事案が発生した場合は、職員からの情報を

収集したうえで、園長と主任が中心となり事実確認を

し、適切な指導を行っています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園の理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性な

どを紹介したパンフレットを市役所保育課の窓口に

置くとともに、商業施設内にもポスターを掲示するな

ど、多くの人が情報を入手できるよう努めています。 

・保育所を紹介するパンフレットやポスターは写真な

どを使用することで、利用希望者が知りたい内容を分

かりやすく理解できるよう、定期的に見直しを行って

います。 

・週に 1 回から 2 回行われる、園見学の案内では、主

に園長が担当し個別に丁寧な説明をしています。電話

での問い合わせに対しても、個別の質問に応えるなど

丁寧に対応しています。 
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ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・保育の開始時における入園面談では、個々の家庭状

況や子どもの状況をよく聴き取り、保護者の意向に配

慮しています。 

・「幼児教育・保育の無償化」などの保育内容の変更時

には、変更点を分かりやすく示した書面の配布ととも

に、保護者説明会を行うことで、保護者が理解しやす

いような工夫や配慮を行っています。 

・「入園のしおり」「契約書」の内容を分かりやすく説

明し、不明な点を確認したうえで「重要事項の説明に

関する同意書」として、保護者等の同意を得て、書面

で残してます。 

・配慮が必要な保護者への説明についてルール化さ

れ、適正な説明、運用が図られています。例えば、入

園のしおりの中の、「アレルギーのお子さまの食事に

ついて」の項目で、除去食の対応方法や、定期的なア

レルゲン抗体検査の必要性、また卵、牛乳、大豆の３

大アレルゲンなどについて記載することで、ルール化

され、適正な説明、運用が図られています。 

 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

B 

・現時点では、保育所等の変更にあたり、保育の継続

性に配慮した手順と引継ぎ文書を定めていませんが、

保育所の利用が終了した後も、相談ができることにつ

いては園長、主任が口頭で伝えています。 

・保育所の利用が終了した後も、園を訪ねてその後の

様子を報告してくれる保護者は多く、その際に必要が

あれば相談を受けるなどの対応をしています。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

 

 

 

 

・日々の保育の中で、子どもの声や表情から満足感を

把握するとともに、個々の子どもの様子を職員間で密

に情報共有しています。その上で、個々の子どもに適

したかかわりを職員間で連携しながらすすめていま
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□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

A 

 

A 

す。 

・保護者に対し、親子運動会やクリスマス会の後にア

ンケートを実施し、満足度や課題の把握に努めていま

す。また、日ごろの保育については、保育園アンケー

トを実施することで、利用者満足に関する調査が定期

的に行われています。 

・職員は個人面談や保護者懇談会にて、保護者の意見

を傾聴することで、利用者満足度の把握に努めていま

す。 

・具体的な取り組みの一つとして、親子運動会におい

て撮影が可能なカメラゾーンの設置やクリスマス発

表会での保護者の出入りの方法を工夫するなど、分

析・検討の結果にもとづいて具体的な改善を行ってい

ます。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録が適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・苦情解決体制については、入園のしおりにて保育内

容に関する相談・苦情、保護者相談窓口、苦情解決責

任者、苦情受付担当者が明示されております。また、

苦情解決の方法について、苦情の受付、苦情受付の報

告・確認、苦情解決のための話し合い、都道府県「運

営適正化委員会」の紹介を順を追って記載すること

で、分かりやすく説明しております。さらに、玄関に

も苦情処理について説明した掲示物が掲示されてい

ます。 

・玄関に匿名で苦情などを申し出が可能な「意見箱」

を設置しています。 

・現時点で該当する苦情事例は発生しておらず、事業

報告書にて示されております。苦情が発生した際は、

「苦情処理規定」に沿って対応し、検討内容や対応策

については、保護者等に必ずフィードバックする体制

が整えられています。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して
  

・入園のしおりにて、保育内容に関する相談・苦情の

保護者相談窓口として、苦情解決責任者、苦情受付担
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いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

A 

 

A 

当者、運営委員、都道府県「運営適正化委員会」を

明示し、複数の方法や相手を自由に選べることをわか

りやすく説明しています。 

・玄関のわかりやすい場所に、匿名で苦情などを申し

出が可能な「意見箱」を設置し、保護者が意見を伝え

やすい環境づくりに努めています。意見箱について

は、保護者に対し入園時にも周知をしています。 

・事務室をオープンスペースにし、保護者が気軽に声

を掛けやすいように配慮しています。また、送迎時に

は園長・主任・担任から声をかけ、日頃から相談しや

すいようにコミュニケーションを図っています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等について定めたマニュアル等として、

「苦情処理規定」を整備しています。 

・職員は、日々の保育の提供において、保護者が相談

しやすく意見を述べやすいよう、送迎時などの日常の

保護者との対話から保護者の事情を汲み取り、配慮し

た言葉掛けをしています。 

・連絡帳などを通して子育ての悩みについて相談を受

けた際は、意見の傾聴をし、必要なアドバイスをする

ことに努めています。一例として、おむつを外す時期

についての相談や午睡時間などについての相談を受

けました。その際は、発達に合わせたかかわりの必要

性や休息の大切さなどを伝えるなど、適切な相談対応

に努めています。これらの相談内容については、職員

間の報告、連絡、相談を密にするように心がけ、職員

の誰もが保護者や子どもへの必要な対応ができるよ

うに努めています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心、安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

 

 

 

 

 

 

 

 

・事故発生時の対応と安全確保について責任、手順（マ

ニュアル）等が示された「事故・危機対応マニュアル」

を整備しています。具体的な内容については、職員会

議などを通して職員への周知を図っています。 

・日頃の散歩において危険個所などの収集が行われ、

玄関に掲示があるお散歩マップにて、危険個所が一目

でわかるように示されています。また、ヒヤリハット

報告書によって収集された情報をもとに、職員会議な

どで分析、検討することで危険要因については速やか
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体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保について責任、

手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知

している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

B B 
に対策を講じています。 

・散歩に行く際は、散歩確認表に記入、名簿にて点呼、

帰園の前にも点呼し園に電話を入れるなど、子どもの

安全に細心の注意を払っています。 

・「園施設安全点検チェック表」で毎日の安全点検を

実施しています。また、外部の事故防止研修会に参加

した職員が研修内容を職員会議などで全員に報告す

ることで情報の共有を図っています。 

・今後、リスクマネジメントに関する責任者の明確化

（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマネジメン

トに関する委員会を設置するなどの体制を整備して

いくことが望まれます。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時の対応マニュアル等

を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症対策について、責任と役割を明確にした「安

全衛生マニュアル」が整備されています。これらの内

容は日頃から職員間で共有するとともに、職員会議な

どで共有が図られています。 

・看護師が感染症研究会に参加し、専門的な最新の情

報を職員や保護者に発信しています。感染症が発生し

た際には、玄関の掲示にて速やかに保護者にお知らせ

しています。湿度の設定により、自動でミストが噴霧

される器具を各保育室天井に設置したり、除菌ミスト

の噴霧を週一回閉園後に行っています。また、感染症

発生時は毎日閉園後に除菌ミスト噴霧することなど

の取り組みで拡大防止に努めています。 

・日頃から園内の清掃、感染症の予防として玩具や室

内の除菌、消毒を徹底しています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・「事故・危機対応マニュアル」に災害時の対応が定め

られています。また、災害時役割分担表や緊急時合図

放送一覧などが事務室に掲示され、迅速な対応ができ

るよう整えられています。 

・商業施設内の消防訓練、防災訓練も含め計画された

「避難訓練計画」に沿って毎月避難訓練を実施し、避

難場所や避難経路、非常食の確認を行い、安全確保の

ための体制を整えています。 
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決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

・子どもや保護者、職員の安否確認の方法として「一

斉メール発信」の環境を整えています。一斉メールは

災害時だけでなく、台風などの天候状況による園の対

応などについても、定期的に確認メールを発信するこ

とで周知に努めています。 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・「事業計画書」「入園のしおり」に一日の保育の流れ

や年間行事計画が記載されています。「保育内容に関

する全体的な計画」の保育所の社会的責任の項目で、 

「人権に配慮する。子どもの人格を尊重し保育を行

う」ことが明示されています。 

・保育の実施にあたっては、指導計画で内容や方法を

職員間で共有し、毎月の評価反省を丁寧に行うことで

一人ひとりの子どもの発達や興味に適した保育につ

なげています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・日々の保育については、職員間で情報を共有し随時

振り返りをするとともに、園長、主任、副主任、クラ

ス担任が出席し、毎月 1 回行われるクラス会議におい

て個々の子どもの成長に応じてかかわり方の検証・見

直しが定期的に実施されています。 

・月間指導計画、週・日指導計画は、非常勤職員も含

め定期的に評価・反省欄にて見直しが実施され、必要

に応じて話し合われた内容を指導計画に反映させて

います。 

・保護者からの意見については、送迎の際の聞き取り
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っている。 や連絡帳、また行事ごとに実施する保護者アンケート

さらに、日常的な保育については保護者の方の客観的

な評価、率直な意見を聞くための保護者アンケートか

ら得られた保護者の声を職員間で共有し、保育に反映

させています。 

（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく個別的

な自立支援計画を適切に策定してい

る。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・指導計画はクラス担任を責任者としています。日々

の子どもの様子を観察することをはじめ、一人ひとり

の子どもの家庭環境や発達状況などを把握し、職員間

で共有することで、必要な配慮やかかわりを協議して

います。 

・保育の内容に関する全体的な計画にもとづき、年間

指導計画、月間指導計画、週・日指導計画を作成して

います。 

・低年齢児に関しては、特に食事や午睡、トイレット

トレーニングなど生活習慣に関する内容について、保

護者と共有し、個別指導計画に反映させています。 

・さまざまな職種の関係職員との協議の一例として、

保育の内容に関する全体的な計画、年間指導計画、月

間指導計画には、食育について計画を記入する欄が設

けられています。食育に関しては、計画の過程を含め

さまざまな職種がかかわり実施しています。 

・年間指導計画、月間指導計画、週・日指導計画には、

評価・反省を記入する欄があり、個別指導計画には振

り返りを記入する欄を設けることで、指導計画にもと

づく保育実践について、振返りや評価を行う仕組みが

構築され、機能しています。 

・支援困難ケースの事例は、現時点ではありませんが、

対応については、個別指導計画を作成し、職員間、保

護者と情報を共有したうえで、適切な保育の提供を実

施できる体制が整えられています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・年間指導計画については、4 期に分け、期ごとの見

直す時期を設定しています。月間指導計画については

毎月見直し、週・日指導計画は毎週見直す機会を設け

ています。これらの指導計画については、園長、主任、

副主任、クラス担任が出席し、毎月 1 回行われるクラ

ス会議にて話し合い、課題を明確にし、質の向上につ

なげるようにしています。内容について記載された、

会議録などは回覧され、確認した職員が押印すること
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る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

で、職員全員が共有できるように努めています。 

・毎日、朝の決められた時間に、朝ミーティングの時

間を設けています。朝ミーティングでは、活動予定や

伝達事項、園児の様子などを職員間で共有していま

す。緊急の変更なども、口頭で共有した上でミーティ

ングノートを使用し全職員で共有できるように努め

ています。 

・指導計画における評価・反省欄には振り返り内容や

保育の質の向上に関わる課題などが記載されるとと

もに、今後心がけることや具体的なかかわり方など評

価した結果を次の指導計画の作成に活かすよう記載

されています。 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

が適切に行われ、職員間で共有化され

ている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

等の取組がなされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・保育所が定めた統一した様式である、「発達記録」

「個別指導計画」によって、子どもの発達状況や生活

状況などを把握し、記録しています。 

・個別指導計画では前月の子どもの様子を踏まえ、今

月の目標及び配慮が記載される様式となっています。

確認欄は、記入者の他、園長と主任が確認する欄を設

け、必要に応じて職員への指導をすることで、記録す

る職員で記録内容や書き方に差異が生じないように

工夫をしています。また、保育経験年数が豊富な職員

が伝えることもあります。記録要領の作成は今後の課

題としています。 

・情報共有も目的として毎日、朝の決められた時間に

行われる朝ミーティングをはじめ、園長、主任、副主

任、クラス担任が出席し、毎月 1 回行われるクラス会

議や、園長、主任、副主任、各クラスリーダーが出席

し、毎月 1 回行われる職員会議の定期的な開催がなさ

れています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

 

 

A 

 

 

A 

・職員は入職時の事前研修内容にて、「個人情報の取

扱い」についての研修を受け、個人情報保護規定を理

解し、遵守しています。個人情報に関連する資料など

はすべて事務室の棚に鍵付きで保管しています。 

・「入園のしおり」に、個人情報の取扱いについて明示

されています。さらに、「個人情報保護方針・プライバ

シーポリシーについて」「当園が行う行事等における
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□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

ビデオ・写真等の記録の管理について」の項目も設け

具体的な内容について詳細に記載されています。これ

らの内容について保護者に説明したうえで、「重要事

項の説明に関する同意書」「個人情報の取り扱い（第三

者提供）に関する同意書」にて書面にて同意を得てい

ます。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の編成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を編成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて編成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて編成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

の家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して編成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て編成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

編成に生かしている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

・保育の内容に関する全体的な計画には、保育理念、

保育方針、園の保育目標、年齢別の子どもの保育目標

が記載され、児童憲章、児童の権利に関する条約、児

童福祉法、保育所保育指針などの趣旨をとらえて編成

されています。 

・保育の内容に関する全体的な計画は、各年齢ごとの

養護と教育の内容について年齢ごとの発達過程を踏

まえ編成されています。また、「保護者支援」「地域支

援」の項目があり、子どもの家庭の状況や保育時間、

地域の実態などを考慮して編成されています。 

・保育の内容に関する全体的な計画は、法人本部にて

共通の部分を作成し、園長の責任のもと、子どもの発

達や地域の実態に考慮して編成しています。例えば、

園が商業施設内に所在するため、商業施設内での過ご

し方や、公共のルールなどについて意識しています。

現時点では、職員の参画という部分が実施できていな

いので、定期的に年度末に実践を振り返り機会を設け

ることで評価を行い、次の編成に活かすことが課題と

されています。 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保育の内容に関する全体的な計画の中には、「環境

及び衛生管理並びに安全管理」の項目あります。その

中で、「遊びに入る前に危険物がないか確認を行う」

「定期的に玩具の消毒を行う」「戸外で全身を動かし、

丈夫な身体作りを行う」ことが記載されています。 

・各保育室に温湿度計があり、照明の光量調節も可能

です。湿度の設定により、自動でミストが噴霧される

器具が各保育室天井に設置されています。また、除菌

ミストの噴霧も可能で、週一回閉園後に行っていま

す。感染症発生時は毎日閉園後に除菌ミスト噴霧する
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る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

B B 
ことで拡大防止に努めています。 

・2 つの保育室をパーテーションや、可動式の棚を使

用し、時間帯によって遊ぶスペース、食事のスペース、

寝るスペースと環境設定の変更することで、安全で心

地よい空間となるように工夫しています。今後、リラ

ックスできる空間を作ることを課題としています。 

・手洗い場やトイレをはじめ、室内設備、用具や寝具

などの除菌、消毒はこまめに行っています。トイレは

センサーで照明がつく設備が整えられるとともに、ト

イレの扉を外すことで、手を挟むことを防止するなど

安全への工夫がされています 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育の内容に関する全体的な計画の中には、「養護

に関する基本的事項」の項目あります。その中で、「養

護とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るた

めに保育士等が行う援助や関わり」などが記載されて

います。 

・子どもたちが安心して過ごせる場であるように、子

どもたち一人ひとりの個性を尊重することを職員の

共通理解としています。具体的には、職員間で子ども

に対して気になる言葉を使用した際は、互いに確認し

合うようにしています。また、呼び捨てやニックネー

ムなどで呼ぶのではなく、名前で呼ぶことなどの共通

理解も図られています。 

・せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用いないよ

う、「～しちゃダメ」ではなく、「～した方がいいよ」

という言葉がけを意識しています。また、保育士の保

育中の座り方や、子どもの誘導の仕方など、気になる

点があった場合は、園長や主任が中心に指導し、丁寧

な保育実践を心がけています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育の内容に関する全体的な計画の中には、「保育

の方法/環境」の項目があります。その中で、「健康、

安全で情緒の安定した生活ができる環境を整え、一人

一人の発達過程に応じ、乳幼児期にふさわしい体験が

得られるように、生活や遊びを通して総合的に保育す

る」ことなどが記載されています。 

・基本的な生活習慣の習得にあたっては、個々の子ど

もたちに丁寧にかかわることができるよう、子どもの

在籍数に応じた必要保育士数より多く職員を配置し、
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□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

一対一で援助できるよう心掛けています。例えば、自

我が芽生えてくる 1 歳児や 2 歳児クラスにおいては、

散歩の準備の際に個々の発達や意欲に応じて靴を履

くことを手伝ったり、見守るなどのかかわりをするな

ど、子どもが自分でやろうとする気持ちを大切に主体

性を尊重した保育を実践しています。また、個人面談

や連絡帳、日々の保護者とのコミュニケーションを通

して、子ども一人ひとりの発達に合わせて、その時々

の課題を意識しながら、家庭と連携しあって生活習慣

が身につくような援助を行っています。 

・生活習慣の大切さ（うがい、手洗い、歯磨きなど）

については、看護師による手洗い指導は、特殊な光を

当てることで落ちていない汚れが目で確認できる取

り組みを行ったり、嘱託医でもある歯科医が園を訪問

し、歯磨き指導を行うなどの働きかけにより、子ども

が理解できるよう働きかけています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・保育室内をパーテーションや、可動式の棚を使用し、

時間帯によって遊ぶスペース、食事をするスペース、

寝るスペースと環境設定の変更することで、子どもが

自主的・自発的に生活と遊びができる環境を整備して

います。 

・子どもが自発的に遊べるよう、ブロック遊び、まま

ごと遊び、粘土遊びなどいくつかの種類の遊びを設定

し、保育士は必要に応じて援助するなどのかかわりを 

実践しています。 

・全年齢において、天気の良い日は必ず外に出るよう

にし、戸外で遊ぶ時間や環境を確保しています。また、

商業施設の屋上の安全で日影が確保された場所で、水

遊びなども行っています。園庭がない環境ではありま

すが、近隣の公園を利用して自然に触れあったり、ド

ングリやイチョウ、虫探しをするなど、身近な自然と

ふれあうことができるよう工夫しています。 

・自由遊びの中で、行事で行った劇遊びなどが取り入

れられています。子どもたちは他のクラスが発表した

劇の内容もよく覚えていて、それぞれの役割を演じ、

セリフを言ったり、一緒に歌ったり踊ったりしていま

す。その様子を見守ったり、必要に応じて援助するこ

とで、友だちと協同して活動できる機会となっていま
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す。さらに必要に応じて保育者がかかわることで、子

どもたち同士で人間関係が育まれるよう援助してい

ます。 

・散歩を通して地域の人々に挨拶をしたり、交通安全

のルールを身につけるなど、社会的ルールや態度を身

につけていくよう配慮しています。 

・毎月 1 回、全年齢において、ネイティブ講師による

「英語であそぼう」や専門講師による「リトミック」

の時間を設けることで、表現活動が自由に体験できる

よう配慮しています。今後、描画、造形などの表現活

動においても自由に体験できる環境構成を実践する

ことが課題とされています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がなされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・園で長時間過ごす子どもについては、職員間で引継

ぎを丁寧に行い、個々の生理的欲求や健康状態を十分

に把握することで、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫に努めています。 

・個々の生理的欲求を満たし、安定感をもって、心地

よく生活できるよう職員数を多く配置するなどし、一

対一でのかかわりの中で、保育士等と愛着関係（情緒

の安定）が持てるよう配慮しています。 

・個々の興味や関心、発達に応じた保育実践ができる

よう、職員はさまざまな発達過程に応じた手先指先を

使う手作りおもちゃを作ったり、身体機能を高める粗

大遊びなどができる環境を設定しています。 

・連絡帳や送迎時のコミュニケーションを通して、保

護者との連携を深め、1 日を通して、家庭と園の継続

した流れの中で適切な援助ができるように心がけて

います。 

 

7．3 歳未満児（1・2 歳児）の保育に

おいて、養護と教育が一体的に展開さ

れるよう適切な環境を整備し、保育の

内容や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

 

 

 

 

 

 

 

 

・一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが自分で

しようとする気持ちを尊重しています。例えば、片付

けなども声をかけて子どもたちが自ら片付けるがで

きるように促すだけでなく、状況に応じて保育者が一

緒に片付けるなど、甘えたい気持ちを満たしたい面と

自我の育ちとの間で不安定になりがちな子どもの情

緒に寄り添うことを心掛けています。 

・行動範囲や興味関心が広がる子どもたちの特徴をと

らえ、日々の活動の中に取り入れるようにしていま
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な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

A 

 

A 

す。例えば、室内で玩具を隠し、探すなどの活動や、

保育者と一緒にかくれんぼをするなどの取り組みが

見られます。その中で、必要に応じて保育者は言葉に

ならない子どもの気持ちを代弁することで、友だちと

のかかわりの仲立ちをしています。 

・保育士以外の大人とのかかわりとして、給食を担当

する職員や企業担当者、本部社員が保育現場に入るこ

とでかかわりを図っています。 

・連絡帳や送迎時の保護者とのコミュニケーションの

中で家庭の様子や保護者の思いを把握するように努

めています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・各年齢の子どもたちが遊びや生活の中で自分の思い

を表現したり、好きな遊びを自分で見つけて選んだり

することができるよう、配慮しています。例えば、運

動遊びを取り入れる際は、同室の担当者と連携して、

順番に保育室全面を使用した運動遊びが行えるよう

にしています。また、製作活動では、同じ作品を完成

させる過程において、作り方や道具（はさみなど）の

使用について違いをつけるなど、それぞれの年齢にね

らいを定めて保育を行うことで、各年齢の発達に応じ

た経験が十分にできるよう配慮しています。 

・夏は海、冬は雪ダルマなど季節ごとのテーマに応じ

た共同製作に取り組む中で、集団の中で自分の力を発

揮しながら、友だちとともに楽しみながら遊びや活動

に取り組めるような環境を整えています。完成した共

同製作は商業施設内に展示し地域に伝えています。 

・毎月 1 回、専門講師を招き取り組んでいる「リトミ

ック」では、音に合わせて体を動かす活動の一環とし

て、ダンスに取り組んでいます。経験を重ねてきたダ

ンスの成果は 3 月に商業施設内のステージにて披露

するなど、子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動などについて、保護者や地域などに伝える工夫や配

慮がされています。 

・現時点で 5 歳児の在籍はありませんが、今後、小学

校への円滑な接続ができるよう、小学校見学や幼保小

の連携に関する研修に参加するなど、具体的な取り組

みをすることが検討されています。 
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9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・園内には段差がなく、スロープや手すりを設置する

などバリアフリーに配慮した取り組みがなされてい

ます。 

・現時点で障害のある子どもは在籍しておりません

が、個別指導計画の整備や職員が市の「早期発達支援

事業講習会」などの研修を受けるなどし、子どもの特

性や個別の課題に配慮した援助ができるよう園での

受け入れ態勢を整えています。さらに園長は、園長会

などで障害のある子どもに関連する得られた他園の

情報を職員に伝え共有を図っています。 

・子どもの行動の中で、気になる点がある場合は園医

に相談するなど、必要に応じて、医療機関や専門機関

から相談や助言を受けています。 

・玄関には、児童発達支援など関係機関のチラシを置

くことで、保護者への情報提供も心掛けています。 

10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・「保育の内容に関する全体的な計画」「年間指導計画」

「月間指導計画」の中で長時間保育についての項目が

あります。保育の内容に関する全体的な計画では、「異

年齢児集団で育まれる交流や、個人の選択活動によっ

て集中力を高める時間ととらえ、ゆるやかなルールの

中で安心して過ごせるように配慮する」ことが記載さ

れています。 

・夜間担当の保育士が固定で勤務しているため、子ど

もたちの一人ひとりの様子を継続して把握できてい

ます。そのため、子どもたちもゆったりとした雰囲気

の中で、食事をしたり遊んだりしています。今後、保

育室がより家庭的にゆったりと過ごせるような環境

となるように工夫していくことが検討されています。 

・子どもの状況について、職員間の引継ぎは、口頭で

の直接の伝達に加え、引継ぎノートとで日中の活動や

子どもの様子を細かく伝え、保護者にも伝えられるよ

うに努めています。補夕食の提供については、時間や

量について日中の職員や保護者と情報交換しながら

配慮し、楽しい食事となるようにしています。 
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11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任にもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

C 

 

 

 

C 

・保育の内容に関する全体的な計画の中に「小学校と

の連携」の項目があります。その中で、「保育所保育

が、小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながる

ことに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通じて、創

造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培う」こ

となどが記載されています。 

・現時点で 5 歳児の在籍はありませんが、今後小学校

見学や幼保小の連携に関する研修に参加することが

検討されています。 

・保育の内容に関する全体的な計画には、「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」が記載されています。

今後、入所から就学までの子どもの育ちを正しく把握

し、各学年で的確に記録していくことの積み重ねが大

切であることを職員間で共有していくことが課題と

されています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの健康管理に関するマニュアルとして、「安

全衛生マニュアル」を整備しています。マニュアルに

基づき、一人ひとりの子どもの心身の健康状態を把握

するため、「保健計画」「保健日誌」「保健指導記録」「感

染症記録」「クラス別日々記録用紙」などの書類を整備

しています。 

・子どもの体調悪化・けがなどについては、「事故危機

対応マニュアル」を整備し、感染症、オムツ交換、掃

除の仕方、食事、トイレ、玩具類消毒などの項目に分

け対応についての記載があります。発生したけがなど

については、保護者に伝えるとともに、「けが報告書」

への記入、また病院を受診した場合は「事故報告書」

へ記入し再発の防止に取り組んでいます。 

・入園のしおりでは、「健康診断について」や「保健衛

生について」、また「感染症について」「嘔吐・下痢で

汚れた衣類について」の項目があり、具体的な内容が

記載され、保護者に対し健康に関する方針や取り組み

が伝えられています。また、保健だよりには、検温の

仕方や予防接種などについての情報が記載されてい

ます。 

・既往症や予防接種の状況など、保護者から子どもの

健康に関わる必要な情報を把握する書類として「児童

状況調査票」を整備しています。新たに予防接種を受
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けたことなどについては、連絡ノートなどを通して必

要な情報が常に得られるように努めています。 

・職員は、午睡中に SIDS チェック表を使用し、安全

確認を確実に行っています。玄関や室内にも乳幼児突

然死症候群に関する注意喚起のお知らせを掲示して

います。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に活かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・一人ひとりの健康面を把握する書類として、「安全

衛生マニュアル」「健康診断票」「0 歳児健康診断票」

「歯科検診記録」「成長記録」「身長体重曲線の記録」

が配備されています。 

・看護師による健康指導において、手洗い指導では、

特殊な光を当てることで落ちていない汚れが目で確

認できる取り組みを行ったり、嘱託医でもある歯科医

が園を訪問し、歯磨き指導を行うなどの働きかけによ

り、子どもが理解できるよう取り組んでいます。また、

市が主催する「お腹元気教室」などにも取り組み、歯

や体の健康が大切なことを子どもが分かりやすいよ

うに伝えています。これらの内容は、ほけんだよりな

どを通じて保護者に伝えることで、家庭での生活に活

かされるよう取り組んでいます。 

・健康診断・歯科健診後には、結果を保護者に丁寧に

伝えています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・アレルギー疾患のある子どもに対して、「保育園で

の食物アレルギー対応について」に基づき、アレルギ

ー児対応献立表、提供確認の記録があり、毎月、保護

者との確認を行っています 

・入園のしおりでは、「アレルギー対応」「アレルギー

のお子さまの食事について」の項目があり、具体的な

対応について記載されています。また、事業計画書に

おいて「アレルギー食対応の流れ」の記載があります。 

・食事の提供の際は、栄養士と園長、及び担当者が確

認するとともに、食器や食べる場所を変えるなど細心

の注意を払っています。 

・職員は、アレルギー疾患対策研修会などに参加し 

必要な知識・情報を得たり、技術を習得しています。

研修内容については、職員会議などで共有し、全職員

で情報を共有できるよう努めています。 

・他の子どもへの理解を図るための取り組みは、現時
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術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

点では実施できていないため、今後、具体的な取り組

みを検討しています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

B 

・年間で「食育計画」が立てられ、計画に基づいた実

践を栄養士の協力のもと実践しています。その様子に

ついて、写真などを使用して保護者に伝えています。

さらに、保護者の代表が参加して園の様子などについ

て協議する、運営委員会でも実際の園児の取り組む様

子などについて写真を使用して伝えています。 

・苦手な食材に対しても、保育者が個々に応じた声掛

けをしたり、食べやすく形状を変えるなどすること

で、子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環境・

雰囲気づくりに配慮しています。 

・0，1 歳児は手づかみで自分で食べるという意欲を大

切にしながら、徐々にスプーンなどの食具を使えるよ

うに援助しています。また、個々に応じてスプーンの

形態も変えています。2 歳児以上は、個々に応じた保

育者の言葉がけをすることで自ら意欲的に食事を進

められるよう援助しています。 

・食育の一環として、スイートポテトづくりや、職員

が秋刀魚を捌いて見せるなどの取り組みをしていま

す。また、屋上では、トマトやオクラなどを栽培し、

トマトジュースにしてみたり、オクラを使った野菜ス

タンプを行うなど、子どもが食について関心を深める

ための取り組みを行っています。 

・食事のサンプルを掲示することや、給食だよりで食

育に取り組む様子や、人気のおやつのレシピを紹介す

ることを通して、子どもの食生活や食育に関する取り

組みについて、家庭と連携を図っています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発達状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・毎月 1 回、給食スタッフ、園長、主任、副主任、各

クラスリーダが参加し実施される給食会議にて、各ク

ラスの子どもたちの喫食状況や、刻み方など細かい点

まで話し合っています。その上で、一人ひとりの子ど

もの発達状況や体調等を考慮した献立・調理の工夫に

反映させています。 

・給食やおやつの時などに調理師が各クラスを周り子

どもたちの食事状況を観たり、直接子どもたちとコミ
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□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

A 

 

A 

ュニケーションをとることで、子どもの食べる量や好

き嫌いなどの把握に努めています。 

・食事に関連するマニュアル類として「安全衛生マニ

ュアル」「食育計画」「給食日誌ー残食状況」「検食簿」

を整備しています。マニュアルや定められた方法によ

って、残食の調査記録や検食簿に記録しています。ま

た、マニュアルに基づき衛生管理が適切に行われてい

ます。 

・毎月、食育の日を設け、季節に応じた献立を取り入

れています。例えば、トマトを使ったピザづくりや、

きのこごはんなど季節に応じた献立を取り入れ、給食

だよりでも保護者に紹介しています。また、クリスマ

スツリーパフェづくりなど行事食も取り入れていま

す。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援している。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・連絡帳や園だより、また送迎時のコミュニケーショ

ンを通して、家庭との日常的な情報交換を行っていま

す。 

・保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得

る機会として、保育参加や個人面談、懇談会を設けて

います。保育参加は保護者が参加しやすいよう、保育

参加が可能な一定の期間を設け、希望日で参加ができ

るよう配慮しています。子どもたちの園での様子を、

保護者も参加することで理解を深めるとともに、試食

会も同時に実施しています。懇談会は一年間の子ども

たちの成長を、写真をスライド形式にして様子を伝え

ています。また、保護者の悩みことの共有をするなど、

保護者同士のかかわりの場にもなっています。 

・親子運動会やクリスマス会などの行事では、行事に

至るまでの子どもたちの取り組んでいる姿なども日

常的に伝え、保護者と子どもの成長を共有できるよう

にしています。 



43 

 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を活かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

A 

 

 

A 

・送迎時の会話や連絡帳を通して、保護者との信頼関

係を築くよう取り組んでいます。信頼関係が深まって

いるためか、保護者が気軽に保育士に相談することが

日常的に行われています。さらに、保護者との信頼関

係を築く取り組みとして、年に 1 回個人面談を行うと

ともに、年度末に保護者会を行い、園での子どもたち

の様子を共有することで、安心して保護者が子どもを

預けられるように取り組んでいます。 

・保育所の特性を活かした保護者への支援の一環とし

て、送迎のサポートサービスなどの情報を保護者に伝

えています。 

・保護者等からの相談に応じる体制として、保育士は

保護者からの相談を園長や主任に報告・相談して適切

な対応ができるよう心掛けています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・日頃からの保護者とのコミュニケーションを通し

て、虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、子ど

もの心身の状態、家庭での養育の状況について把握に

努めています。 

・虐待等権利侵害を発見した場合の対応等について記

載された、「虐待対応マニュアル」を整備しています。

現時点で該当するような事例はありませんが、虐待等

権利侵害の可能性があると職員が感じた場合は、職員

間で情報共有し対応を協議する体制が整えられてい

ます。 

・市の担当課や児童相談所など、必要に応じて関係機

関との連携を取ることのできる体制を整えています。 

・マニュアルに基づく研修を実施したり、外部の研修

を受講することで、職員の虐待等権利侵害に関する理

解を促すための取り組みを行うことを予定していま

す。 
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A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・日々の保育の自己評価については、週・日指導計画

や月間指導計画などを通して行われています。振り返

りの際は、子どもの心の育ち、意欲や取り組む過程に

配慮しています。 

・「職員自己評価票」を使用し、保育士は自己の目標を

立て、自己評価を行い向上につなげる取り組みを定期

的に行っています。職員自己評価票には、保育所保育

指針の理解などに関する基本項目をはじめ、物的環

境、人的環境、子どもの人権、保護者対応、職員の連

帯、けがの対応や研修などに関する組織的基盤の項目

が記載されています。 

・月に 1 回行われる、職員会議やクラス会議の中で、

指導計画などについて話し合い、互いの実践を振り返

り、複数の保育士で意見を出し合うことで学び合いや

意識の向上につなげています。今後、保育士等の自己

評価を、保育所全体の保育実践の自己評価につなげて

る仕組みが検討されています。 
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利用者家族アンケート 

集計結果及び分析 
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利用者家族アンケート集計結果 

アンケート回収数：22 

アンケート集計数：22 

 

 0 歳児 
クラス 

1 歳児 
クラス 

2 歳児 
クラス 

3 歳児 
クラス 

4 歳児 
クラス 

5 歳児 
クラス 

無回答 

クラス別回収数 5 5 4 7 1 0 0 

 

（％） 

問 1 よく知って
いる 

まあ知って
いる 

どちらとも
いえない 

あまり知ら
ない 

まったく知
らない 

無回答 

あなたは、この園の保育
目標・保育方針をご存知
ですか 

36.4 40.9 18.2 4.5 0 0 

 

（％） 

付問 1 
賛同できる 

まあ賛同で
きる 

どちらとも
いえない 

あまり賛同
できない 

賛同できな
い 

無回答 

あなたは、その保育目標
や保育方針は賛同でき
るものだと思いますか。 

76.5 23.5 0 0 0 0 

 

 

問 2：お子さんが入園する時の状況について                            

（％） 

 
満足 

どちらか
といえば
満足 

どちらか
といえば
不満 

不満 その他 無回答 

見学の受け入れについては 
59.1 31.8 0 0 9.1 0 

その他：「上の子が入っていたので見学なし」「保育園ができる年に入園
のため」 

入園前の見学や説明など、園か
らの情報提供については 

59.1 31.8 0 0 9.1 0 

その他：「上の子が入っていたので見学なし」「開園前の段階だったので
園からの情報はなかった」 

園の目標や方針についての説
明には 

54.5 45.5 0 0 0 0 

その他：  

入園時の面接などで、お子さん
の様子や生育歴などを聞く対
応については 

72.7 27.3 0 0 0 0 

その他 

保育園での１日の過ごし方に
ついての説明には 

54.5 45.5 0 0 0 0 

その他 

費用やきまりに関する説明に
ついては（入園後に食い違いが
なかったかを含めて） 

68.2 27.3 4.5 0 0 0 

その他： 
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問３：保育や行事の年間計画について                               

（％） 

 
満足 

どちらか
といえば
満足 

どちらか
といえば
不満 

不満 その他 無回答 

年間の保育や行事についての
説明には 

54.5 40.9 4.5 0 0 0 

その他：  

年間の保育や行事に、保護者の
要望が生かされているかにつ
いては 

54.5 40.9 0 4.5 0 0 

その他：  

 

 

問４：日常の保育内容について                             

（％） 

「遊び」について 満足 
どちらか
といえば
満足 

どちらか
といえば
不満 

不満 その他 無回答 

クラスの活動や遊びについて
は（お子さんが満足しているか
など） 

77.3 22.7 0 0 0 0 

その他：  

子どもが戸外遊びを十分にし
ているかについては 

59.1 22.7 18.2 0 0 0 

その他：  

園のおもちゃ教材については
（お子さんが自由に使えるよ
うに置いてあるか、年齢にふさ
わしいかなど） 

72.7 22.7 4.5 0 0 0 

その他： 

自然に触れたり地域に関わる
などの、園外活動については 

63.6 27.3 9.1 0 0 0 

その他： 

遊びを通じて友達や保育者と
の関わりが十分もてているか
については 

72.7 27.3 0 0 0 0 

その他：  

遊びを通じたお子さんの健康
づくりへの取り組みについて
は 

68.2 27.3 0 0 4.5 0 

その他：  

 

                            

（％） 

「生活」について 満足 
どちらか
といえば
満足 

どちらか
といえば
不満 

不満 その他 無回答 

給食の献立内容については 
86.4 13.6 0 0 0 0 

その他：  

お子さんが給食を楽しんでい
るかについては 

77.3 22.7 0 0 0 0 

その他： 
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基本的生活習慣（衣服の着脱、
手洗いなど）の自立に向けての
取り組みについては 

72.7 22.7 0 0 4.5 0 

その他：「まだやってもらっているのでわからない」 

昼寝や休憩がお子さんの状況
に応じて対応されているかな
どについては 

68.2 22.7 9.1 0 0 0 

その他：「水分補給の量と回数が少ない気がする」 

おむつはずしは、家庭と協力
し、お子さんの成長に合わせて
柔軟に進めているかについて
は 

72.7 13.6 0 4.5 4.5 4.5 

その他：「不明」「まだその時期でないのでわからない」 

お子さんの体調への気配りに
ついては 

77.3 22.7 0 0 0 0 

その他： 

保育中にあったケガに関する
保護者への説明やその後の対
応には 

81.8 13.6 0 0 4.5 0 

その他：「経験なし」 

 

 

 

問５：保育園の快適さや安全対策などについて                      

（％） 

 満足 
どちらか
といえば
満足 

どちらか
といえば
不満 

不満 その他 無回答 

施設設備については 
63.6 31.8 4.5 0 0 0 

その他： 

お子さんが落ち着いて過ごせ
る雰囲気になっているかにつ
いては 

72.7 27.3 0 0 0 0 

その他：  

外部からの不審者侵入を防ぐ
対策については 

86.4 13.6 0 0 0 0 

その他： 

感染症の発生状況や注意事項
などの情報提供については 

90.9 9.1 0 0 0 0 

その他： 

 

 

問６：園と保護者との連携・交流について                        

（％） 

 満足 
どちらか
といえば
満足 

どちらか
といえば
不満 

不満 その他 無回答 

保護者懇談会や個別面談など
による話し合いの機会につい
ては 

59.1 31.8 4.5 0 0 4.5 

その他： 

園だよりや掲示などによる、園
の様子や行事に関する情報提
供については 

81.8 18.2 0 0 0 0 

その他： 
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園の行事の開催日や時間帯へ
の配慮については 

72.7 22.7 4.5 0 0 0 

その他： 

送り迎えの際、お子さんの様子
に関する情報交換については 

68.2 27.3 4.5 0 0 0 

その他：  

お子さんに関する重要な情報
の連絡体制については 

68.2 27.3 0 0 4.5 0 

その他： 

保護者からの相談事への対応
には 

59.1 27.3 13.6 0 0 0 

その他： 

開所時間内であれば柔軟に対
応してくれるなど、残業などで
迎えが遅くなる場合の対応に
は 

77.3 18.2 0 0 4.5 0 

その他：「対応してくれたが、明らかに声のトーンが変わって嫌な印象を
受けた事がある」 

 

 

 

問 7：職員の対応について                               （％） 

 満足 
どちらか
といえば
満足 

どちらか
といえば
不満 

不満 その他 無回答 

あなたのお子さんが大切にさ
れているかについては 

90.9 9.1 0 0 0 0 

その他： 

あなたのお子さんが保育園生
活を楽しんでいるかについて
は 

86.4 13.6 0 0 0 0 

その他： 

アレルギーのあるお子さんや
障害のあるお子さんへの配慮
については 

68.2 27.3 0 0 4.5 0 

その他：「子が該当しないため不明」 

話しやすい雰囲気、態度である
かどうかについては 

59.1 36.4 4.5 0 0 0 

その他： 

意見や要望への対応について
は 

63.6 22.7 9.1 0 0 4.5 

その他： 

 

 

問８：保育園を総合的に評価すると、どの程度満足していますか。             

（％） 

 満足 
どちらかと
いえば満足 

どちらかと
いえば不満 

不満 無回答 

総合満足度は 77.3 22.7 0 0 0 

 

 



50 

 

利用者家族アンケート分析 

【実施概要】 

◆実施期間：2019 年 10 月 21 日～2019 年 11 月 1 日 

◆実施方法： 

・配布：全園児の保護者（24 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

◆回 収 率： 

・配布：24 家族、回収：22 件、回収率 91.7％ 

 

【結果の特徴】 

●問１「園の保育目標や保育方針」について、77.3％が「よく知っている」「まあ知っている」と回答し

ました。また、そのうちの 100％が「賛同できる」「まあ賛同できる」としています。「どちらともいえ

ない」「あまり知らない」は、22.7％、「「まったく知らない」は、0％でした。 

 

●問２「入園する時の状況について」は、全ての項目において「満足」「どちらかといえば満足」が、

90.9％以上の回答となっています。「見学の受け入れについては」と「入園前の見学や説明など、園から

の情報提供については」の各項目の「その他」9.1％は、「上の子が在園していたので見学なし」「開園前

だったため」という記述でした。 

 

●問３「保育や行事の年間の計画について」は、2 項目両方ともに、「満足」「どちらかといえば満足」

が 95.4％でした。 

 

●問４「日常の保育内容について」の「遊びについて」の 6 項目における「満足」「どちらかといえば満

足」の合計の割合は以下のようになっています。 

 

・クラスの活動や遊びについては                   ・・・100％ 

・子どもが戸外遊びを十分にしているかについては           ・・・81.8％  

・園のおもちゃ教材については                    ・・・95.4％ 

・自然に触れたり地域に関わるなどの、園外活動については       ・・・90.9％ 

・遊びを通じて友達や保育者との関わりが十分もてているかについては  ・・・100％ 

・遊びを通じたお子さんの健康づくりへの取り組みについては      ・・・95.5％ 

 

「生活について」の「おむつはずしは、家庭と協力し、お子さんの成長に合わせて柔軟に進めているか

については」では「満足」「どちらかといえば満足」が 86.3％、「不満」「その他」「無回答」の回答がそ

れぞれ 4.5％あり、「まだその時期でないのでわからない」「不明」という記述がありました。その他の 6

項目における「満足」「どちらかといえば満足」の合計の割合は以下のようになっています。 
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・給食の献立内容については                     ・・・100％ 

・お子さんが給食を楽しんでいるかについては             ・・・100％ 

・基本的生活習慣の自立に向けての取り組みについては         ・・・95.4％ 

・昼寝や休憩がお子さんの状況に応じて対応されているかなどについては ・・・90.9％ 

・お子さんの体調への気配りについては                ・・・100％ 

・保育中にあったケガに関する保護者への説明やその後の対応には    ・・・95.4％ 

 

●問５「保育園の快適さや安全対策などについて」は、全 3 項目において「満足」「どちらかといえば満

足」が 95.4％以上の回答でした。 

 

●問６「園と保護者との連携・交流について」は、どの項目も「満足」「どちらかといえば満足」が 86.4％

以上でした。「開所時間内であれば柔軟に対応してくれるなど、残業などで迎えが遅くなる場合の対応

には」の項目で、「その他」が 4.5％あり、「対応してくれたが、明らかに声のトーンが変わって嫌な印象

を受けた事がある」というコメントがありました。 

 

●問７「職員の対応について」は、「あなたのお子さんが大切にされているかについては」「あなたのお

子さんが保育園生活を楽しんでいるかについては」の 2 項目で「満足」「どちらかといえば満足」が 100％

の回答となっています。それ以外の項目でも「満足」「どちらかといえば満足」は、86.3％以上となって

います。 

 

●問８「保育園の総合満足度」は、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせ、100％でした。施設

への要望などの自由記述欄には、「このままで満足です。とても良くしてくださっていると感じる。あり

がとうございます。」「残業になることが多く、その際は連絡をしているが、いつも丁寧は対応で感謝し

ています。先生方、栄養士さん、皆明るく笑顔で接してくださり、安心して預けることができています。」

という意見が複数あります。一方、「園庭がないことが残念だが、その分散歩に連れて行っていただいて

いる。もう少し回数が多ければとも思う。リトミック、英語以外にも何か教わる事ができたらと思う。」

「補食の利用にルールがあるのかが曖昧なので、はっきりしてほしいです。先生によって対応が違った

ことがあります。」という記述がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


